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東経135度日本標準時子午線上に建ち、時
や宇宙について学べる科学館。建物そのも
のが国の登録有形文化財であり、日本の標
準時を示す塔時計は明石のシンボルとなって
いる。現役最古のプラネタリウムもあり。

【問】 明石市立天文科学館 Tel 078-919-5000
 otoiawase-tenmon@city.akashi.lg.jp

「時」とゆかりの深い観光スポットを巡るハイキング

【問】明石上ノ丸教会 
Te l  078-911-6088
Fax 078-917-7700

1907（明治40）年創立。建物上部の
鐘楼にはオランダ製カリヨン（鐘）がある。
建物正面には壁面日時計がある。

明石上ノ丸教会3

【問】明石市 シティセールス課 
Tel 078-918-5263
 citysales@city.akashi.lg.jp

時の道沿いには干支のプレートを埋め込んだ石
の標柱が12ヵ所ある。発見しながら歩いてみては。

｢時の道｣を示す標柱5兵庫県立
明石公園
（明石城）
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→ 詳細は P8

明石市立
文化博物館
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→ 詳細は P8

明石市立
天文科学館
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→ 詳細は P9

【問】月照寺　Tel 078-911-4947
Fax 078-911-2035

山門は豊臣秀吉が京都・伏見城の薬医門として
建立し、後に明石城の切手門に。明治初期、廃
城とともにその役目を終え、移築された。 天皇や
上皇からは短籍等も奉納され、その一部は、国や
市の指定文化財。

月照寺6

【問】柿本神社　Tel 078-911-3930
 akashi@kakinomoto-jinja.or.jp

歌聖柿本人麻呂朝臣をお祀りし「人丸さん」とし
て親しまれている。火災除の神の他に学問、文
芸、安産、良縁のご利益あり。境内には人麻呂
公の歌碑がたくさんある。

柿本神社7

【問】明石市 シティセールス課　Tel 078-918-5263
 citysales@city.akashi.lg.jp

東経135度日本標準時子午線の標示柱。「あき
つ」の古名を持つトンボが日本の古名「あきつ島」
の象徴として乗っている。SF漫画作家の松本零
士さんが幼少期に見て宇宙に興味を持つきっか
けとなった標識としても有名。

8 トンボの標識

明石市立

天文科学館

通称
時の道

（約2km）

【問】本松寺 
Tel 078-912-6800
 honsyoji.sk@ddknet.ne.jp

1596年に創建。宮本武蔵作の枯山水
庭園や隣接の妙見社はヒラドツツジが有
名。ジャイアント馬場さんの墓所で話題に。

本松寺　4
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明石城（兵庫県立明石公園）
小笠原忠政（後の忠真）により築城され約400年の歴史を持つ
日本100名城のひとつ。巽櫓と坤櫓は日本に12基しか現存してい
ない貴重な三層櫓の内の2基であり、国の重要文化財に指定され
ている。園内には、武蔵の庭園や芝生広場もあり、ゆっくりと散
策できる。「日本の都市公園100選」や「さくら名所100選の地」
にもなっており、多くの来園者で賑わっている。

【問】兵庫県立明石公園  Tel 078-912-7600
 info_akashi@hyogopark.com

1911（明治44）年に建築された明石で最も古い
公共施設で、こけら落としには夏目漱石が講演
した歴史も。奈良・鎌倉時代の建築様式を取
り入れ、木造トラス構造を採用。市指定文化財。

中崎公会堂

【問】明石市立市民会館  Tel 078-912-1234
 info@akashi.hall-info.jp

無量光寺は源氏物語で光源氏が月見をした屋敷のモデルと伝わる。蔦の細道は光源氏が明
石の君の住む岡辺の館へ通った道のモデル。ロマンスあふれるスポット。

無量光寺と蔦の細道

歴代藩主
初代明石藩主である小笠原忠
政は、徳川家康と織田信長を曽
祖父に持つ。2～7代目は大久
保氏や本多氏等、8～17代目ま
では徳川縁戚である越前松平
家が藩主を務め、明治に至り版
籍奉還を迎えた。

明石市立
天文科学館

1585（天正13）年、高山右近が築城し、城下
町を整備。船上西公園には、高山右近の説明
や当時と現在のイラストマップなどが描かれた
案内看板があり、当時の船上城下を偲ぶこと
ができる。

船上城跡（船上西公園）

【問】明石市 シティセールス課 
Tel 078-918-5263
 citysales@city.akashi.lg.jp

「自然環境と人々のくらし」と題して８つのテーマで紹介する常設展示の
ほか、特別展や企画展などの展覧会を開催。

明石市立

文化博物館

【問】明石市立文化博物館　
Te l  078-918-5400
Fax 078-918-5409

源氏物語ゆかりの場所
紫式部が書いた世界最古の長編恋愛小説「源氏物語」。明石を舞台とした「明石の巻」に登場する社
寺や史跡が今もなお残っている。光源氏が展開するラブストーリーに思いを馳せ、実際に訪れてみよう。

アカシゾウの骨格標本模型は迫力満点！

戒光院・円珠院の総称で、市内で最も歴史のある寺院のひと
つ。645（大化元）年に法道仙人によって創建され、戒光院
には平清盛供養塔、円珠院には宮本武蔵作庭と伝わる枯池
式枯山水庭園がある。

善楽寺（戒光院・円珠院）

【問】戒光院 Te l  078-917-5070
Fax 078-917-5528

　   円珠院 Te l  078-912-7830
 gyousenenjyuin@gmail.com
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